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論文内容の要旨

Cu-Mn 合金の ESR が，特に低温の jordered stateJ で見られる異常な共鳴線シフトに注目し詳

細に調べられ，次の様な新しい結果を得た。

測定周波数を Owen 達が求めた領域外に拡げる乙とによって，彼等の得た共鳴式が必ずしもよく

実験結果を説明し得るものでないこと即ち附=JH2+H山於ける Hc が周波数(磁場)依存性を
示すことがわかった。また， Hc2 が T-l に比例することから， Mn 核磁気異方性を共鳴シフトの一

因として指摘した。更に第 3 元素の添加によってこのシフトは増加し，特に Fe， Co, Ni の効果が顕

著である乙とを見つけた。磁気モーメントを持つ第 3 元素に対し，これらがシフトに有効な異方性磁

場を与えるものとしてその効果が説明された。同時に，共鳴線巾についても詳細な議論がなされた。

論文の審査結果の要旨

不純物スピンを含んだ合金の磁性は，最近急速に研究が進展しているが，中でも Cu メタノレに Mn

を微量に混入した合金は局在モーメントを示す合金の代表的な例として，各種の磁気的性質を解明す

るための標準物質として広く研究されている。

しかしながら金属の磁性には化合物犠性体の諸性質に比べてまだ多くの未知な問題が含まれてお

り，との代表的な合金である Cu-Mn メタ jレにおいても未解決な問題は非常に多い。奥田君は乙の中

で約10年程前に問題を提起されたまま未解決となっていた電子スピン共鳴の問題，とくに極低温度領

域において現れる共鳴線の低磁場側に対するシフトの問題を中心にして詳細な研究を行なった。その

結果，乙の合金においては充分低い温度で実現されている状態は Mn スピンの不規則な反強磁性状
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態であるととを共鳴の周波数依存性から推定し，さらにとの状態における ESR のシフトを与える原

凶として，核スピン偏極による異方性が重要であることをつきとめた。これは新しい重要な知見であ

って，乙れを用いて Cu-Mn 反強磁性領域における部分磁化量の温度変化などの新しい情報を得るこ

とに成功している。また奥田君は Cu-Mn 系にあらたに第 3 の元素を入れた場合， ESR シフトが更

に大きくなることを見出し，これが磁気的な不純物，たとえば Fe， Co といったものの場合にとくに

いちじるしい乙とからこれらの不純物磁気モーメントが磁気異方性を作る原因として，早い緩和過程

によって作られる平均化されたスピンモーメントが， Mn スピンと独立に存在する乙とによって作ら

れる磁気共鳴に対する有効異方性磁場の存在を推定している。これらの新しい知見は，今後これら合

金の磁性研究にとって重要な足がかりをあたえるものであり，本論文は理学博士の学位論文として十

分価値あるものと認める。
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